点で、 これに まさるい かなる 要点 も 有り得ない。 ビヮ 

湖に 面した 安土 城 (信 長晚 年の 設計) と 大阪の 地と で 

は、 雲泥の差が あるね。 安土の 地 はなお 戦国 的な 要点 

であるが、 大阪は 近代の 首府に 通じる 要点 だ。 

江戸の 選定 も 家 康の智 恵ではなくて 秀吉 のす すめで 

あつたと 云われて いる。 秀吉が 小 田 原の 北 条氏を 攻め 

たと き、 石垣 山の頂 上へ 家康を 案内して 眼下に 霞む 関 

東 平野 を 指し、 

「小 田 原 平定 後 は 関 八州 を あなたに 進ぜる が、 あなた 

は 居城 を どこに 定める お考え か」 

「北 条氏 同康、 まァ、 小 田 Is を 居 成に 致す 考えです」 



川の 河口 を 石 巻に うつした ところ を 見る と、 石 卷を物 

産と 運輸の 要点と 見て いた こと は 頷け るので ある。 政 

宗も 中央の 政治家 や 政策に 接して 次第に 大人に なった 

人 だから、 後年に 至って 大坂 江戸に 匹敵す る 東北の 中 

心地が 石 巻 だと 思いついた かも 知れない が、 仙 台 築城 

当時 二 六 〇〇 年) はま だ 田舎 豪傑の 域 をで ず、 精一 

パイ 勘考して、 仙 台 青葉 山 を 選ん だんじ やない かね。 

時 まさに 関ヶ原の 年で あり、 ドサ クサ まぎれに 火事場 

泥棒しょう という コン タンで ねり かたま つ ている 政宗 

であった。 実際、 関ヶ原の とき、 彼 は 上 杉 を 牽制す る 

ため 東北 を 動かなかった が、 ドサ クサ まぎれに 一 もう 



的な 方法に 甚大な 影響 をう けて 育った コン セキが ある 

ね。 二十 四に なっても ザン ギリ 髪の 異形 をして いたと 

ころな ど、 少年 時代の 信 長 をホ— フッ させる 珍 話 だろ 

う。 二十 四に もな つたら、 もうち ょッと 威儀 を 正して 

然るべき だが、 そこが 田舎 豪傑た ると ころ だ。 もっと 

も 幼児の 時に 天然痘で 片目が つぶれた そうだ。 へタに 

威儀 を は つ て 片目の 二 ラミ がャブ 二 ラミに 見えて は 困 

るだろう から、 ザン ギリの 異形に よ つ て 片目 を ひきた 

てる コン タンだった かも 知れない な。 そういう 化粧 法 

的な 心得 や 戦略 にはヌ カリの ない 田舎 豪傑で あった。 

時^の せいで は あるに しても、 信 長に 似せよう とい 



ある。 しかし、 瑞巌寺 は 二級 品です よ。 方丈の 屋根 だ 

け は 美しい と 思った が、 襖 絵なん か は 悲しい ね。 秀吉 

の 遺した 桃 山 芸術、 智積院 の 襖 絵 だの 三十 三 間 堂の 太 

閤塀 など と い う 豪放 ケ ン ランた る ものの 片鱗す らも 見 

られ ない。 今 は 失われた 秀吉の 多くの 建造物 は、 残つ 

た 部分品から 推察しても 壮大 ケン ランた る もので あつ 

た ， J とが 推察で きる。 そ のよう なケン ラ ン 豪快な もの 

は、 ここに は 見られない。 中尊 寺 や 失われた 毛 越 寺の 

一 流 品 的な 性格 も 意図 も 見る - J とがで きな いので ある。 

彼 は 関ヶ原の 時に 至っても、 ドサ クサ まぎれの 火事 ド 

口 根性 を 忘れなかった。 彼と 好一対 をな すの は 九州 福 



る。 家康が 切支丹 を 禁教す るまでに は、 当時と して は 

出来うる 限りの 手 をつ くして 海外 事情 を 研究して いる 

ので ある。 ウィリアム. アダム ス について 幾何学の 初 

歩の 手 ほどき を 受けた というの は、 どういう コン タン 

だか 分らない が、 海外 研究の 一 助に はなった であろう。 

多くの 面から 海外 事情 をコク メイに 調べて、 切支丹 を 

禁教し て も 新教 国 の オランダと 宗教ぬ き で 貿易 できる 

見 究めが ハツ キリして のち 切支丹 を 国禁した。 新教 国 

と 宗教ぬ き で 貿易 できる 見 究めが 立たなければ、 にわ 

かに 切支丹 を 国禁し なかった であろう。 政 宗には その 

ような 用意 や 研究 は 何もなかった よう だ。 彼 は 当時の 



オランダと 旧教 国が 国交 断絶、 敵対 関係に ある 事情に 

ついても 正しい 認識がなかった。 そして その 手落ちに 

よって、 つまり 彼が エス パ ニヤ 国王に 提出した 条件 中 

に オランダとの 断交 を 確約す る 文章がなかった ために、 

彼の 最も 希望す る 新 エス パ ニヤ (今の メキシコ) との 

通商 は 拒否せられ てし まった。 支 倉が また 輪 を かけた 

能な しで、 ァ チラの 事情に 即応して 主人の 手落ち を自 

分の 一 存で 修正し 主人の 熱望す る 通商 条約 を まとめる 

だけの ュ— ズ ー がきかなかった。 

政宗の 本心 は 宗教 を ダシに 新 エス パ ニヤと 貿易した 

いこと だった。 一方、 紹介 役の ソ テロ は、 日本の 布教 



られ ていた 上に、 支 倉 一行が 向う へ 到着して のちに、 

家康の 宣教師 追放、 ャソ教 迫害が はじめられた。 一 行 

が 政宗の い い 加減な 信書 を 国王 や 教皇に 奉呈しても 相 

手に されな くな つ たの は 仕方がな か つ たの だ。 

ソ テロと 支 倉 は ェ スパ ニヤ 国王に 歎願 書 を だして 

「家康 が 迫害した つて、 政宗は 保護す る。 家康に 対立 

して、 こういう ことができ るの は、 政 宗と秀 頼が いる 

だけ だ」 大きな こと を 云 つ てごま かそうと 大 汗たら し 

たが、 全然 ダメ だ。 当時 二 六 一 六 年) はすで に大坂 

城 落城、 とっくに 秀頼は 死んで ましたよ。 それ も 支 倉 

は 知らなかった かも 知れない。 日本の 事情 は パテレン 



メリ 力の 飛行機に のったら、 ボイルした 七面鳥の 肉 を 

食わされ たね。 私 は それ を 食いながら、 そのと き、 す 

ぐ 思った。 私が むかし 京都 伏 見の 天下に 稀れ な 安食 堂 

の 一 一階に 下宿して ゴ ロゴ 口して いた ころ、 毎日の よう 

に ボイルした カツ ォ、 これ をナ マリと 云う そうだが、 

毎日々々 食わされた ネ。 つま リ 一 番 安いから だろう ね- 

なんしろ 一 食が 金 十一 一 銭 だからね。 

なるほど、 七面鳥と ナ マリ はよ く 似て いるよ。 味が 

似て いる だけで はない。 色 も 似て いるし、 薄く きった 

切り口まで よく 似て いる。 七面鳥 なんても の は、 ボイ 

ル したの は、 つまり ナ マリ そのもの だね。 なんしろ 天 



下に 稀れ な 安食 堂で 毎日 ムリ ャリ 食わされた ナ マリ だ 

もの、 よ ッぼど 安い ものなん だ。 以後 われら 貧乏なる 

日本人 は、 七面鳥と 心得て ナ マリ を 食う にかぎ る。 拙 

者の 舌に 狂いはないです。 七面鳥と ナ マリ は 同じ もの 

さ。 アメリカ人が よろこぶ わけ だよ。 拙者 なぞ は 京都 

に ゴロ ゴロして いた 一年 半と いう もの、 ひで え 貧乏ぐ 

らし だと 思 つ ていたが、 実は 毎日 毎日 毎日 毎日 クリス 

マス を 祝って いたんだ ね。 ブル ジョァ の 生活と は 何 か。 

実に 分らない もんだ。 

また、 このへんの 静かな 湾内に (アン マリ 静かで も 

ないよう だが ね) タネ ガキ という もの を 養殖して ァメ 



この美し い 海で ヨット だの ボ— ト だの をた のしむ こと、 

そのような ことの 方が むしろ 真に 愛される ものと なる 

だろう ね。 

塩 竈神 社と いうの は、 実に 景気の よい 神社であった。 

伊勢の 神様 を はじめと して、 たいがいの 神様が 甚 しく 

景気が わるい というのに、 塩 竈神 社 は 景気が す > J い や。 

まず 驚く の は 白衣に 赤い 袴の 神様に 奉仕の 娘さんが タ 

クサ ン雇 われて いる こと だね。 まるで 境内で 鹿 を 放し 

飼いに してお くような 要領で、 この 神社の 山上 高くて 

広々 した 境内の ぁッ ちこッ ちに、 白衣 赤 袴の 娘さんの 

幾 群 かが 庭 掃除 をして いたり、 サイ セン 箱 をの ぞいて 



仙 台 藩の 城下から 追放した 遊女 屋 はこの 神様の 真下、 

表 参道の 鳥居 両側に ズラリ と あるの だが、 高 尾 を 斬つ 

た 仙 台の 殿様の 虚無的な 皮肉な の だか、 敬神の 思想に 

よるの か、 全然 判断が つかねえ や。 神詣での フリ して 

遊女 屋へ 行けと いう 非常に 至れ リ尽 せりの 思いやり か 

も 知れない な。 今なら、 PT A が 怒る だろう。 

安産から さかのぼ ッて 結婚式に 到る まで、 神様 自体 

が 手び ろく 営業して いるよう に、 この 神様の 表 参道 入 

口に は 遊女 屋が神 恩 を 蒙って 営業し、 裏 参道 入口に は 

サフラン 湯 本舗と いうの が 同じく 神 恩 を 蒙って 営業し 

ている よ。 これ 即ち 问物 かと 云えば、 中将 湯と 同じよ 



で 戸障子 を 破壊し 置物 を ひっくり返し 人々 を 突き倒す 

が、 ガラス戸 を 破って くぐりぬ けても 担いで いる 十六 

人 だけ は 怪我 をした ことがない そうだ。 

あんまり 暴れ 方が 激しい ので、 大 問題と なった。 検 

察陣が 出張して 取調べる ことにな つたので ある。 神社 

側ゃミ コ シ の 担ぎ 手 は、 人間が 企んで やる- J と で はな 

くて、 ミコシ が 自然に 走り だす ことで、 神意 だとい う _ 

検察 陣 はそんな バ 力な。 人 意 だ。 こう 疑る の は 尤も 千 

万な ことだろう。 神意 か 人 意 かとい う 水力 ケ論 になつ 

て、 論より 証拠、 自分で 担いで みなさい、 という こと 

になった。 きわめて 然るべき 結論 だね。 そこで 検事と 



レと 云った つ て 気がつかずに 食って しまう 人が 主 だろ 

う。 ス ノコの カン ヅメも 特に クジラ と 云われな いと、 

牛と 豚の アイ ノコ、 ハムの 大和煮 (そんな 変な の はな 

いだろう けどね) みたい な、 ちょ ッ といけ る 物 じ やな 

いかと 思う 程度に 食える。 一番う まいの は ヒレに 近い 

尾の 方の 肉、 ここが サシミ で 食う ところ だそう だ。 

鮎川の 町 を 案内して くれたの は、 鮎川 町の 警察署 長 

さん。 ここまで くると、 署長さん も ノン キ だね。 バス 

が 一 日に たッた 一 ッぺん 通る だけ だもの、 犯罪なん て 

有り やしない。 実際 バスが 一 日に たッた 一 ッ ペン 通る 

だけです よ。 だから 牡鹿 半島の 子供 は、 自動車と いう 



ものに なれて いません ね。 私たちの タ クシ— が 通る と 

道の 子供、 七 ッ八ッ の 女の子が ベロ を だしたり、 何 か 

汚らしく 喚いたり する。 その 憎々 しげな 表情から、 呪 

咀の 言葉 を わめきち らして いるの だろうと 想像で きる _ 

また、 男の子 は、 石 をぶ つける 者が 多い。 二十 五六 年 

前に 中部 山岳地帯へ 行く とこん な ことがあつ たりした 

が、 今 は 牡鹿 半島ぐ らいの ものだろう ね。 

私たちの タ クシ ー は、 故障 を 起して ひどい 目に 合つ 

た。 石 巻に タ クシ ー は 二 台し かない。 クッション はボ 

ロボ 口で 腰かける のが 気持が わるい ような 車 だが、 そ 

れ でも 二 台のう ちで は 良い 方の 車な ので ある。 往路で 



は 月の 浦の 上で 四十 分 間 故障。 復路で は 山林 中で シャ 

フトが 折れて 三時 間 立往生。 幸い 代りの シャフト を 用 

意して いたから (チヨ ィく 故障 やる から 用意 は 万全 

だ) どうにか シャフト をつ け 代えた が、 新しい シャフ 

ト がちよ ッと 長す ぎる ので ある。 そこで シッ カリ はま 

らな いの だ。 ようやく 三時 間 目に 動きだし たが、 力— 

ブ にか かると、 ギギ ギギ— と 音が し て 車輪が 外れる。 

ちょ ッと 動く と、 また 外れる。 なんべん 外れた ッ けね 

え。 泣き ましたよ。 夜に なって 救援の 自動車が きて く 

れ たが、 この 方 はもつ と ボロボ 口の 車で、 窓の ガラス 

に 板 を クギで うちつけて あると いう 古 世^的な 怪物。 



鯨の とれる シ— ズン ではない。 捕鯨船 は 一年中で てい 

る けれども、 最も 盛んな シ— ズ ンは 六月から 十月 ごろ 

まで だそう だ。 そして 年間に とれる 数 はとい えば、 昨 

年は甚 しい 不漁で、 鮎川 全体の 会社で 四百 余 頭、 平均 

して 年々 七 八 百 頭 だそう である。 その 大部分 は 六月 か 

ら 十月の シ —ズ ン に とれる の だそう だ。 と - J ろが 我々 

は、 その シ— ズン でもない のに、 たった 二 時間 ほど 鮎 

川の 地に いただけで、 一頭の クジラ の 水揚げに ぶつ 

かった ので ある。 

それ は ミンク 鯨であった。 小 イワシ 鯨 ともいうそう 

だが、 一般に ミンクと 云って いる。 クジラ という もの 



かし 甚兵 衛ザメ (ェ ビス ザメ とも 云う) というの を 見 

たこと があった。 これ は 頭の 先端が サイ ヅチ 式に なつ 

ていて 胴体の 太 さが 鯨に まけない 怪物であった。 

普通の キャッチ ャ— ボ— トは 三百 六十 トンから 四百 

マイル 

トン、 十四 哩 から 十六 哩の 速力が でる そうだ。 鯨の 

速力が 十二 哩 から 十六 哩 だそう だから、 十六 哩 でる 

ボ ー トは大 そう 楽な ゲ ー ムが たのしめる そうだね。 と 

ころが ミンク 相手の 漁に はそんな 本格的な ボ— ト はい 

ら ない。 たった 二十 五 トン か 三十 トンの ボ ー トで タク 

サンな の だ。 ミンクと いう 奴が いかに 子供 扱 いされ て 

いるかお 分りであろう。 その 中で も 特に 小さい 奴が と 



の 処理の 仕方に もよ るそう だ。 完全な 設備 を もった 大 

工場で 処理 すれば 臭気 はない そうで、 しかし、 とに か 

く 処理が 終る までに は 悪臭 フ ンプ ン たる 内臓の 臭気が 

たちこめ、 それ を 嗅いだ が 最後、 別席で、 いくら 美味 

な サシミ を 出されても、 素人 は 箸 を ださない そうだね _ 

完全に 処理 を 終った 肉が まずくな いこと は 私が 証明し 

てお こう。 知らない 人 は 牛肉 だと 思って 食べ てし まう _ 

しかし 私 も ミンクの 口から もれて きた 臭気 を かいだ あ 

とで は、 クジラ の 肉に 箸 を だす 勇気はなかった ろう。 

先に 御馳走に な つ て 幸せ だ つ た。 

クジラ といえば 南氷洋と 考え、 近海 捕鯨な ど はすで 



いたの も あるし、 船員 御用、 船 乗の 皆さん、 どうぞ、 

などと いうの も ある。 私の 泊った 宿屋で は、 しきりに 

石 巻 の 芸者 をよ ぶ - J と をす すめた が、 冗談 じ や な い 。 

そんな 芸者 は 見なく ッても 分って らァ。 ムダに 四十 何 

年 遊んで 生き てきや しないよ。 漁師町の 芸者なん ぞ、 

今 さら 見たい と 思う もんかね。 

鮎川 はこの 暗い 東北で も 半島の 先端に とりのこされ 

た 漁港で ありながら、 石 巻の ように 悲しく みじめな 暗 

さが 少 いのは、 漁港 全体の 運営に 近代 性が あるせ いだ 

ろうね。 鮎川の 明るさ は 仙 台に 比較しても 云える こと 

だ。 東北 は 精神的に 一 つの 鎖国 状態なん だね。 鮎川へ 
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